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がんが日本人の死亡原因の第 1 位となって久しい。このがん自体やそれに伴う病態は、他の様々

な病気と同じように、遺伝子や蛋白、糖鎖といった分子の異常に基づいて生じている。実際、がん

を例に取れば、遺伝子やその産物である蛋白や糖鎖の異常が、発がん、増殖、転移の各ステップに

おいて重要な役割を果たしており、現在も様々な分子異常が報告されつつある。したがって、これ

らの異常分子の特徴や機能を探り、がんの予防や診断、治療に応用することはがんの治療成績を向

上させる上で必須である。 

 現在、がん治療においては、オーダーメイド医療という語に代表されるように、各個人のがんの

種類や病態の特徴に応じた医療が期待されている。病気や病態の違いも多くは分子異常の違いによ

って生じるものと考えられている。そこで、本研究室では、外科手術時などに得られたがん組織を

利用してがんにおける分子異常を探り、それに基づいた新たながんの診断や治療戦略の開発をめざ

した translational research を行っている。そのための具体的プロセスとして、1) 基礎研究との有機

的な共同研究：臨床材料を用いて得られた研究結果と臨床資料との対応、臨床材料を用いた網羅的

遺伝子解析や網羅的ペプチド蛋白解析、糖鎖解析を利用した発がん、増殖、転移に関わる責任分子

の抽出、同定し、治療標的分子を明らかにする。2) 分子異常に基づいた新たな腫瘍マーカーの開

発。3) 抗がん剤や放射線治療の感受性や耐性に関与する分子の分離とその臨床応用。4）最近新し

い技術として注目を集めている細胞のリプログラミングを癌の治療・診断に応用する基礎的検討と

して、癌幹細胞の研究。5）これまでの基礎研究や臨床研究によって得られた成果を応用すべく、

全国規模の多施設共同臨床試験に積極的に参加するとともに自主的臨床試験研究の企画も行って

いる。 
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辻仲利政 : 胃原発の神経内分泌腫瘍切除例の検討 。 第 66 回 日本消化器外科学会総会 、 名古

屋 、 2011 年 7 月 

 

平尾素宏、藤谷和正、中森正二、三嶋秀行、池永雅一、安井昌義、宮本敦史、辻江正徳、辻仲利政 : 

安全かつ安心な周術期腸瘻栄養管理－上部消化管手術 R-Y 再建時の腸瘻造設術の当院での工夫－ 。 

第 66 回 日本消化器外科学会総会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 

 

安井昌義、三嶋秀行、池永雅一、宮崎道彦、辻江正徳、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、

辻仲利政 : 右側結腸進行癌に対する中結腸動脈周囲リンパ節郭清を伴う腹腔鏡下大腸切除術 。 第 

66 回 日本消化器外科学会総会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 

 

藤谷和正、平尾素宏、辻江正徳、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 

胃癌に対する Neoadjuvant chemotherapy の endpoint:pN stage の重要性と胃切除標本の組織学的効

果の限界 。 第 66 回 日本消化器外科学会総会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 

 

原尚志、藤谷和正、平尾素宏、辻江正徳、安井昌義、池永雅一、宮本敦史、三嶋秀行、中森正二、

辻仲利政 : Clavien-Dindo の周術期合併症分類を用いた胃癌クリニカルパスのバリアンス分析 。 

第 66 回 日本消化器外科学会総会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 



 

池永雅一、三嶋秀行、安井昌義、宮崎道彦、辻江正徳、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、

辻仲利政 : ERAS プロトコールをクリニカルパスに組み入れた大腸癌周術期管理 。 第 66 回 日

本消化器外科学会総会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 

 

三賀森学、辻江正徳、宮本敦史、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、

中森正二、辻仲利政 : 膵頭十二指腸切除術が体組成へ及ぼす影響－InBody720 測定装置を用いた検

討- 。 第 42 回 日本膵臓学会大会 、 弘前 、 2011 年 7 月 

 

古川健太、池永雅一、宮崎道彦、安井昌義、三嶋秀行、辻江正徳、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、

中森正二、辻仲利政 : 開腹術後のドレーン抜去部に生じた Richter ヘルニアの一例 。 第 47 回 日

本腹部救急医学会総会 、 福岡 、 2011 年 8 月 

 

原尚志、辻江正徳、宮本敦史、中森正二、安井昌義、池永雅一、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、

辻仲利政 : 膵頭十二指腸切除術後に腹腔内出血を発症し、開腹止血および残膵全摘出術を施行し救

命しえた 2 例 。 第 47 回 日本腹部救急医学会総会 、 福岡 、 2011 年 8 月 

 

原尚志、藤谷和正、平尾素宏、辻江正徳、安井昌義、池永雅一、宮本敦史、三嶋秀行、中森正二、

辻仲利政 : 幽門側胃切除後 Billroth-1 再建後、縫合不全に対して腹直筋弁を充填し治癒し得た一例 。 

第 47 回 日本腹部救急医学会総会 、 福岡 、 2011 年 8 月 

 

松井浩史、池永雅一、安井昌義、辻江正徳、宮本敦史、大宮英泰、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、

三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 術前診断に難渋した S 状結腸憩室炎の 1 例と憩室炎に合併した S

状結腸癌の 1 例 。 第 47 回 日本腹部救急医学会総会 、 福岡 、 2011 年 8 月 

 

三賀森学、中森正二、宮本敦史、辻江正徳、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、

三嶋秀行、辻仲利政 : 緊急手術により救命し得た膵頭部癌を伴う多発出血性十二指腸潰瘍の 1 例 。 

第 47 回 日本腹部救急医学会総会 、 福岡 、 2011 年 8 月 

 

末田聖倫、池永雅一、宮崎道彦、安井昌義、辻江正徳、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、

中森正二、辻仲利政 : 大腸癌部穿孔の 2 例 。 第 47 回 日本腹部救急医学会総会 、 福岡 、 2011  

年 8 月 

 

末村茂樹、中水流正一、岩崎竜一朗、荒木学、湯口清徳、長谷川裕子、榊原祐子、由雄敏之、外山

隆、葛下典由、三田英治、原尚志、辻江正徳、宮本敦史、中森正二、上平朝子 : HIV 感染症に合併

した肝門部胆管癌の 1 切除例 。 第 47 回 日本胆道学会学術集会 、 宮崎 、 2011 年 9 月 

 

菊池正二郎、中森正二、盛本浩二、保井裕子、小澤りえ、多田武志、山下英孝、海辺展明、大嶋勉、

堀高明、竹村雅至、笹子三津留 : 胃がん腹膜転移におけるバイオマーカーの網羅的解析 。 第 16 回 

日本外科病理学会学術集会 、 大阪 、 2011 年 9 月 



 

山下公太郞、中森正二、浅岡忠史、宮本敦史、大宮英泰、高見康二、山本和義、安井昌義、池永雅

一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、辻仲利政 : 膵癌術後に見いだされた単発肺結節切

除例の検討 。 第 16 回 日本外科病理学会学術集会 、 大阪 、 2011 年 9 月 

 

山下公太郞、中森正二、浅岡忠史、辻江正徳、宮本敦史、大宮英泰、高見康二、安井昌義、池永雅

一、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、辻仲利政 : 膵癌治癒切除後再発例における初再発部位別治療

成績の検討 。 第 70 回 日本癌学会学術総会 、 名古屋 、 2011 年 10 月 

 

菊池正二郎、盛本浩二、中森正二、落合登志哉、辻村亨、廣田誠二、松原長秀、冨田尚裕、笹子三

津留 : 胃がん組織の多様性と浸潤性における EMT の網羅的解析 。 第 70 回 日本癌学会学術総

会 、 名古屋 、 2011 年 10 月 

 

三賀森学、藤谷和正、辻江正徳、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、三嶋秀行、

中森正二、辻仲利政 : 胃癌手術症例における Glasgow Prognostic Score の有用性 。    JDDW2011 、 

福岡 、 2011 年 10 月 

 

山下公太郞、藤谷和正、山本和義、平尾素宏、浅岡忠史、辻江正徳、安井昌義、宮本敦史、池永雅

一、宮崎道彦、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 消化器癌術前患者における潜在的亜鉛欠乏につい

ての検討 。    JDDW2011 、 福岡 、 2011 年 10 月 

 

池永雅一、安井昌義、宮崎道彦、三嶋秀行、辻江正徳、宮本敦史、平尾素宏、藤谷和正、中森正二、

辻仲利政 : ERAS プログラム実践での大腸癌手術周術期管理 。    JDDW2011 、 福岡 、 2011 年 

10 月 

 

山下公太郞、中森正二、浅岡忠史、辻江正徳、宮本敦史、大宮英泰、高見康二、山本和義、安井昌

義、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、辻仲利政 : 膵癌治癒切除後再発例にお

ける初再発部位別治療成績の検討 。 第 49 回 日本癌治療学会学術集会 、 名古屋 、 2011 年 10 

月 

 

安井昌義、三嶋秀行、池永雅一、宮崎道彦、長谷川裕子、山村順、辻江正徳、増田慎三、宮本敦史、

大宮英泰、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、中森正二、辻仲利政 : 切除不能な遠隔転移を有する

stageⅣ大腸癌に対する治療方針の検討 。 第 49 回 日本癌治療学会学術集会 、 名古屋 、 2011 年 

10 月 

 

宮崎道彦、安井昌義、池永雅一、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 腰椎麻酔下の core needle biopsy

で診断し得た肛門癌の 3 例 。 第 49 回 日本癌治療学会学術集会 、 名古屋 、 2011 年 10 月 

 



高見康二、大宮英泰、小河原光正、真能正幸、徳永俊照、前田純、岡見次郎、東山聖彦、中森正二、

辻仲利政、児玉憲 : 胸腺上皮性腫瘍手術例に対する胸腔内洗浄細胞診または心嚢液細胞診の胸膜播

種再発予測に関する検討 。 第 52 回 日本肺癌学会総会 、 大阪 、 2011 年 11 月 

 

大宮英泰、高見康二、辻仲利政、中森正二、小河原光正、栗山啓子、児玉良典、真能正幸 : 多形癌

および腺癌の同時性多発肺癌の 1 例 。 第 52 回 日本肺癌学会総会 、 大阪 、 2011 年 11 月 

 

平尾素宏、藤谷和正、高見康二、大宮英泰、山本和義、浅岡忠史、辻江正徳、宮本敦史、安井昌義、

池永雅一、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 食道癌根治切除術後の肺転移にたいする切除の意義 。 

第 73 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

松井浩史、藤谷和正、平尾素宏、山本和義、浅岡忠史、辻江正徳、安井昌義、大宮英泰、宮本敦史、

池永雅一、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 食道胃接合部腺癌における第 7 版 TNM 分

類の妥当性について 。 第 73 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

松井浩史、藤谷和正、平尾素宏、山本和義、浅岡忠史、辻江正徳、安井昌義、大宮英泰、宮本敦史、

池永雅一、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 胃全摘＋摘脾症例において輸血が予後に与

える影響 。 第 73 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

松野裕旨、平尾素宏、藤谷和正、田中英一、荒木学、葛下典由、三田英治、辻江正徳、安井昌義、

池永雅一、宮本敦史、宮崎道彦、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 放射線治療が奏効した胃癌肝転

移の 1 例 。 第 73 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

武岡奉均、藤谷和正、山本和義、平尾素宏、浅岡忠史、辻江正徳、安井昌義、池永雅一、大宮英泰、

宮本敦史、宮崎道彦、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : Parkinson 症候群及び SMA 症候

群を合併した胃軸捻転症の 1 例 。 第 73 回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

山下公太郞、藤谷和正、山本和義、平尾素宏、浅岡忠史、辻江正徳、安井昌義、池永雅一、大宮英

泰、宮本敦史、宮崎道彦、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 噴切後の食道残胃吻合に起

因する狭窄・逆流性食道炎の頻度と残胃吻合部位との関係 。 第 73 回 日本臨床外科学会総会 、 

東京 、 2011 年 11 月 

 

原尚志、池永雅一、安井昌義、宮崎道彦、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 子宮体癌術後に発症し

た転移性直腸癌の一例 。 第 66 回 日本大腸肛門病学会学術集会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

宮崎道彦、池永雅一、安井昌義、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 殿部膿皮症（慢性化膿性汗腺炎）

の検討 。 第 66 回 日本大腸肛門病学会学術集会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 



山下公太郞、宮本敦史、武岡奉均、山岡雄祐、山本和義、浅岡忠史、安井昌義、池永雅一、宮崎道

彦、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 消化器外科術後創離開に対して持続陰

圧吸引療法が奏功した 3 例 。 第 24 回 日本外科感染症学会総会 、 志摩 、 2011 年 12 月 

 

武岡奉均、宮本敦史、辻江正徳、浅岡忠史、山下公太郞、山岡雄祐、山本和義、安井昌義、池永雅

一、宮崎道彦、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 膵頭十二指腸切除術におけ

る術前減黄と SSI 発生に関する検討 。 第 24 回 日本外科感染症学会総会 、 志摩 、 2011 年 12 

月 

 

安井昌義、池永雅一、三嶋秀行、宮崎道彦、山本和義、浅岡忠史、辻江正徳、大宮英泰、宮本敦史、

平尾素宏、藤谷和正、高見康二、中森正二、辻仲利政 : 腹腔鏡下結腸切除術において術前

MBP(mechanical bowel preparation)の省略が SSI 発生率に与える影響の検討 。 第 24 回 日本内視

鏡外科学会総会 、 大阪 、 2011 年 12 月 

 

三賀森学、藤谷和正、山本和義、浅岡忠史、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、

三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 胃癌手術症例における術前の栄養・炎症状態が予後に及ぼす影響 。 

第 84 回 日本胃癌学会総会 、 大阪 、 2012 年 2 月 

 

宍戸裕二、山本和義、平尾素宏、藤谷和正、浅岡忠史、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、

三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 当院胃切除クリニカルパスの ERAS プロトコール化にむけたバ

リアンス解析 。 第 84 回 日本胃癌学会総会 、 大阪 、 2012 年 2 月 

 

松井浩史、藤谷和正、平尾素宏、山本和義、浅岡忠史、安井昌義、大宮英泰、宮本敦史、池永雅一、

高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 輸血が摘脾を伴う胃全摘において予後に与える影響 。 

第 84 回 日本胃癌学会総会 、 大阪 、 2012 年 2 月 

 

山本和義、平尾素宏、藤谷和正、浅岡忠史、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、三嶋秀行、中森正二、

真能正幸、辻仲利政 : 胃癌の Herceptest～Heterogeneity による生検標本と切除標本での結果の乖離

～ 。 第 84 回 日本胃癌学会総会 、 大阪 、 2012 年 2 月 

 

山本和義、平尾素宏、藤谷和正、浅岡忠史、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、三嶋秀行、

中森正二、辻仲利政 : 胃癌手術における ERAS 導入状況～国立病院機構外科麻酔科ネットワーク

によるアンケート調査～ 。 第 84 回 日本胃癌学会総会 、 大阪 、 2012 年 2 月 

 

松井浩史、藤谷和正、平尾素宏、山本和義、浅岡忠史、安井昌義、大宮英泰、宮本敦史、池永雅一、

高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 第 7 版 TNM 分類における食道胃接合部癌の妥当性 。 

第 84 回 日本胃癌学会総会 、 大阪 、 2012 年 2 月 

 



武岡奉均、藤谷和正、山本和義、平尾素宏、浅岡忠史、安井昌義、池永雅一、大宮英泰、宮本敦史、

宮崎道彦、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 胃癌肝転移に対する外科的切除の有用性に

関する検討 。 第 84 回 日本胃癌学会総会 、 大阪 、 2012 年 2 月 

 

松野裕旨、藤谷和正、山本和義、平尾素宏、浅岡忠史、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、宮崎道彦、

三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 胃癌術後 S-1 補助化学療法の内服開始時期と内服継続性に影響を

及ぼす因子の検討 。 第 84 回 日本胃癌学会総会 、 大阪 、 2012 年 2 月 

 

平尾素宏、山本和義、藤谷和正、中森正二、三嶋秀行、池永雅一、安井昌義、宮本敦史、浅岡忠史、

辻仲利政 : 胃管癌にたいする外科的治療－当院の経験－ 。 第 84 回 日本胃癌学会総会 、 大阪 、 

2012 年 2 月 
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in Tokyo、東京、2012 年 2 月 

 

増田慎三：新時代を迎えた乳癌骨転移治療。第 9 回日本乳癌学会東北地方会 、仙台 、2012 年 3

月 

 

増田慎三 ：特別講演：HER3 陽性乳癌の治療戦略。乳癌治療セミナー、大阪、2012 年 3 月 

 

増田慎三：進行再発乳癌におけるアバスチンのポジショニング。中外 e セミナー on Breast Cancer、

東京、2012 年 3 月 
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三賀森学、辻江正徳、田中麻紀子、山本和義、浅岡忠史、山村順、安井昌義、増田慎三、宮本敦史、

大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 

挙上空腸拡張を伴う閉塞性黄疸に対して空腸バイパス術にて軽快を認めた 3 症例 。 第 581 回 大

阪外科集談会 、 大阪 、 2011 年 5 月 

 

田口裕紀子、辻江正徳、田中麻紀子、山本和義、浅岡忠史、山村順、安井昌義、増田慎三、宮本敦

史、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、三嶋秀行、中森正二、辻仲

利政 : Schonlein-Henoch 紫班病を併存した Meckel 憩室を先進部として発症した腸重積症の 1 例 。 

第 581 回 大阪外科集談会 、 大阪 、 2011 年 5 月 

 

松井浩史、宮本敦史、三嶋秀行、辻江正徳、安井昌義、大宮英泰、池永雅一、平尾素宏、高見康二、

藤谷和正、中森正二、辻仲利政 : 術後 11 年で腹膜再発をきたした卵巣顆粒膜細胞腫の一例 。 第 

189 回 近畿外科学会 、 大阪 、 2011 年 6 月 

 

松野裕旨、平尾素宏、藤谷和正、田中英一、荒木学、葛下典由、三田英治、辻江正徳、安井昌義、

池永雅一、宮本敦史、大宮英泰、宮崎道彦、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : RFA、放

射線治療により長期生存している胃癌肝転移の 1 例 。 第 33 回 日本癌局所療法研究会 、 堺 、 

2011 年 6 月 

 

大宮英泰、高見康二、辻仲利政、中森正二、上平朝子、白坂琢磨、小河原光正、栗山啓子、児玉良

典、真能正幸 : HIV 感染合併肺癌 2 切除例の報告 。 第 54 回 関西胸部外科学会 、 高松 、 2011 

年 7 月 



 

宮崎道彦、池永雅一、安井昌義、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 複数本痔瘻の検討 。 第 42 回 

東海肛門疾患懇談会 、 名古屋 、 2011 年 7 月 

 

武岡奉均、藤谷和正、山本和義、平尾素宏、浅岡忠史、辻江正徳、安井昌義、池永雅一、大宮英泰、

宮本敦史、宮崎道彦、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : Parkinson 症候群及び SMA 症候

群を合併した胃軸捻転症の 1 例 。 第 582 回 大阪外科集談会 、 大阪 、 2011 年 7 月 

 

山下公太郞、中森正二、浅岡忠史、宮本敦史、大宮英泰、高見康二、山本和義、安井昌義、池永雅

一、平尾素宏、藤谷和正、三嶋秀行、辻仲利政 : 膵癌肺転移の 2 切除例 。 第 583 回 大阪外科集

談会 、 大阪 、 2011 年 9 月 

 

浅岡忠史、辻江正徳、宮本敦史、山本和義、安井昌義、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、

高見康二、藤谷和正、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 腹腔鏡下胆嚢摘出術症例における術後回復

能力強化プログラム(ERAS:Enhanced Recovery After Surgery)の実施状況 。 第 65 回 国立病院総合

医学会 、 岡山 、 2011 年 10 月 

 

山本和義、平尾素宏、藤谷和正、浅岡忠史、辻江正徳、安井昌義、宮本敦史、池永雅一、三嶋秀行、

中森正二、辻仲利政 : 胃癌手術における ERAS 導入状況～国立病院機構外科麻酔科ネットワーク

によるアンケート調査～ 。 第 65 回 国立病院総合医学会 、 岡山 、 2011 年 10 月 

 

三賀森学、池永雅一、山本和義、浅岡忠史、辻江正徳、安井昌義、宮本敦史、宮崎道彦、平尾素宏、

藤谷和正、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : 大腸癌手術における ERAS プロトコール実践の NHO

グループアンケート報告 。 第 65 回 国立病院総合医学会 、 岡山 、 2011 年 10 月 

 

武岡奉均、安井昌義、池永雅一、宮崎道彦、三嶋秀行、山本和義、浅岡忠史、宮本敦史、平尾素宏、

藤谷和正、中森正二、辻仲利政 : 中結腸動脈根部リンパ節郭清を伴う腹腔鏡下大腸全摘出術を施行

した大腸腺腫症の癌化症例の一手術例 。 第 24 回 近畿内視鏡外科研究会 、 大阪 、 2011 年 10 

月 

 

山岡雄祐、池永雅一、安井昌義、宮崎道彦、三嶋秀行、八十島宏行、水谷麻紀子、山本和義、浅岡

忠史、山村順、増田慎三、宮本敦史、大宮英泰、平尾素宏、高見康二、藤谷和正、中森正二、辻仲

利政 : 当院での大腸癌手術症例の時代変遷 。 第 584 回 大阪外科集談会 、 大阪 、 2011 年 11 

月 

 

宍戸裕二、浅岡忠史、宮本敦史、山本和義、安井昌義、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、平尾素宏、

高見康二、藤谷和正、三嶋秀行、真能正幸、中森正二、辻仲利政 : von Recklinghausen 病に合併し

た十二指腸乳頭部カルチノイドの 1 切除例 。 第 190 回 近畿外科学会 、 大阪 、 2011 年 11 月 

 



宍戸裕二、山本和義、平尾素宏、藤谷和正、八十島宏行、水谷麻紀子、浅岡忠史、山村順、安井昌

義、増田慎三、宮本敦史、大宮英泰、池永雅一、宮崎道彦、高見康二、三嶋秀行、中森正二、辻仲

利政 : 胃横行結腸瘻を合併した胃悪性リンパ腫の 1 切除例 。 第 585 回 大阪外科集談会 、 大阪 、 

2012 年 1 月 

 

三賀森学、辻江正徳、浅岡忠史、宮本敦史、中森正二、辻仲利政 : 膵管拡張によって見いだされた

膵体部腫瘍に対して膵分節切除を施行した 1 例 。 第 11 回 阪神膵臓外科研究会 、 大阪 、 2012 

年 2 月 

 

宮崎道彦、田中玲子、池永雅一、安井昌義、三嶋秀行、中森正二、辻仲利政 : HIV 感染者における

痔瘻（肛門周囲膿瘍）の臨床的検討 。 第 181 回 大腸肛門病懇談会 、 東京 、 2012 年 3 月 

 

荒木幸子、児玉良典、津田健治、芥川和彦、大橋澄子、高木景城、糸山光麿、松延大樹、田中恒二、

真能正幸：乳腺原発腺様嚢胞癌の 1 例。第 38 回国立病院臨床検査技師協会近畿支部学会、京都、

2011 年 6 月 

 

美代有史、岡田都史、山本賢、山下保喜、奈須正人、河野明、田中恒二、真能正幸： 

尿中微量アルブミン測定試薬 TIA Micro Alb E-type の基礎的検討。第 51 回近畿医学検査学会、滋

賀   2011 年 10 月 

 

児玉良典、森永友紀子、森清、横田千里、埜中正博、真能正幸：無症状で経過観察されていたが、

画像上low grade gliomaが疑われ組織学的に診断に苦慮した1例。第4回日本神経病理学会近畿地方会、

京都、2011年11月 

 

宮本敦史、中森正二、浅岡忠史、辻仲利政 : 肝切除における ERAS プロトコルに基づく周術期管

理 。 第 13 回 大阪肝臓外科談話会 、 大阪 、 2011 年 11 月 

 

八十島宏行、増田慎三、山村順、水谷麻紀子、上野裕之、中森正二、辻仲利政：進行・再発乳癌に

対する新規微小管阻害剤エリブリンの使用経験。第 9 回 日本乳癌学会近畿地方会、奈良、2011 年

12 月 

 

四方文子、金村愛香、齊藤明音、山村順、水谷麻紀子、増田慎三、宮本ひとみ、渡津千代子 ：看

護セミナー一般演題 4 治療期、終末期にある患者とその子供への病状告知～2 事例を通しての報

告。第 9 回 日本乳癌学会近畿地方会、奈良 、2011 年 12 月 
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増田慎三：情報提供活動に関する医学的見地からの助言(座談会）。 Astra Zeneca Breast Cancer 

Advisory Board Meeting 、大阪、2011 年 8 月 

 

増田慎三：臨床開発化合物の医療ニーズや臨床的位置付についての検討を行う。乳癌領域における



臨床開発化合物の医療ニーズに関する検討会、大阪、2012 年 2 月 
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Ueda T. Multidisciplinary Approach for Bone and Soft-Tissue Sarcomas in Japan. Kyungpook National 

University Hospital Lecture , Daegu , 2011 年 10 月 

 

Ueda T. Madical Education and Training System in Japan/ Limb-Salvage Surgery using Megaprosthesis in 

Japan. Kyungpook National University Hospital Lecture , Daegu , 2011 年 10 月 

 

増田慎三：講師を務める。第 9 回 マンモグラフィ読影指導者研究会 、名古屋、2011 年 5 月 
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増田慎三 ：乳癌治療「ハーセプチン」保険の範囲拡大。朝日新聞、朝日新聞誌上、2011 年 9 月 

 

【座長・司会】 
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（座長）  Nakamori S. Symposium「Segmental Pancreatectomy」 21st World Congress of IASGO 2011 

in Tokyo , Tokyo , 2011 年 11 月 

 

B-3 

（司会） 中森正二 : ミニシンポジウム 16「次世代の肝胆膵外科を目指して」 。 第 23 回 日本

肝胆膵外科学会・学術集会 、 東京 、 2011 年 6 月 

 

（座長） 中森正二 : ワークショップ 2「がん転移病態 2」 。 第 20 回 日本がん転移学会学術集

会・総会 、 浜松 、 2011 年 6 月 
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（座長）中森正二 : 企画関連口演 27「総胆管結石症」 。 第 66 回 日本消化器外科学会総会 、 名

古屋 、 2011 年 7 月 

 

（座長）中森正二 : 一般演題（口演）「膵がん治療（4）」 。 第 42 回 日本膵臓学会大会 、 弘

前 、 2011 年 7 月 

 

（司会）中森正二 : 主題関連演題Ⅱ「主題 1 バイオマーカー 胆膵・大腸」 。 第 16 回 日本

外科病理学会学術集会 、 大阪 、 2011 年 9 月 

 

（座長）中森正二 : 優秀示説 27「胆・膵」 。 第 49 回 日本癌治療学会学術集会 、 名古屋 、 2011 

年 10 月 

 



（座長）中森正二 : 一般演題「遺伝子解析」 。 第 31 回 日本分子腫瘍マーカー研究会 、 名古

屋 、 2011 年 10 月 

 

（座長）中森正二 : 主題関連演題ビデオ「手術・そこが知りたい！（膵消化管吻合）1」 。 第 73 

回 日本臨床外科学会総会 、 東京 、 2011 年 11 月 

 

（司会）中森正二 : 膵 2「急性膵炎」 。 第 48 回 日本腹部救急医学会総会 、 金沢 、 2012 年 

3 月 
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（司会）増田慎三 ： 第 1 回 Chugai Educational Seminar in Breast Cancer ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの司会。第

1 回 Chugai Educational seminar in Breast Cancer、東京 、2011 年 5 月 

 

（座長）増田慎三 ：「臨床試験が誕生するまで」 第 1 回  Chugai Educational seminar in Breast 

Cancer、東京、2011 年 5 月 

 

（司会）増田慎三 ： Osaka Breast Cancer Meeting、大阪 、2011 年 5 月 

 

（座長・司会）増田慎三  ：第 2Round 座長・司会。第 2 回 Chugai Educational Seminar in Breast 

Cancer 、東京、2011 年 9 月 

 

（司会）増田慎三 ：乳がん周術期の治療戦略。乳がん化学療法を考える会、大阪 、2011 年 10

月 

 

（座長）増田慎三 ：座長を務める。第 3 回 Chugai Educational Seminar in Breast Cancer、東京、

2011 年 11 月 

 

（座長）増田慎三 ： "看護セミナー「ママは乳がん、共に学ぶ子どもへの支援」”。第 9 回 日本

乳癌学会近畿地方会、奈良、2011 年 12 月 

 

（司会）増田慎三  ：アブラキサンの臨床での使用について。第 3 回 Osaka Breast Cancer Meeting、

大阪、2012 年 1 月 

 

（座長）増田慎三 ：乳癌治療における最新の知見 Session③。Chugai Breast Cancer Consensus 

Conference in Osaka、大阪、2012 年 1 月 

 

（司会）増田慎三 ：総合司会。 第 2 回 Cinderella 研究会学術集会 、東京 、2012 年 1 月 

 

（座長）増田慎三 ：第 4 回 Osaka Breast Cancer Meeting、大阪、2012 年 2 月 

 



（司会）増田慎三 ：乳癌化学療法について。ラウンドテーブルディスカッション-乳腺診療 2012、

大阪、2012 年 3 月 

 

（司会）増田慎三 ：特別講演：HER2 陽性乳癌の治療戦略。乳癌治療セミナー、大阪、2012 年 3

月 

 


